
上田　勝久

喜多村　明里

上原　禎弘

髙野　美由紀

隈元　みちる
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岡田　　茜

内田　禎子

長畠　孝治

永尾　真梨子

藤田　恭正

（人間発達教育専攻）

（人間発達教育専攻）

（人間発達教育専攻）

（特別支援教育専攻）

（教育実践高度化専攻）

（教育実践高度化専攻）

（教育実践高度化専攻）

（教育実践高度化専攻）

（附属幼稚園）

（附属小学校）

（附属中学校）

（企画・広報戦略課）

（入試課）

（企画・広報戦略課）

（学務課）
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kueda@hyogo-u.ac.jp

kiarart@hyogo-u.ac.jp

kamihara@hyogo-u.ac.jp

mmurata@hyogo-u.ac.jp

kumamoto@hyogo-u.ac.jp

hada@hyogo-u.ac.jp

skikkawa@hyogo-u.ac.jp

nyoshida@hyogo-u.ac.jp

yuyamada@hyogo-u.ac.jp

kyatsuo@hyogo-u.ac.jp

aokada@hyogo-u.ac.jp

tuchida@hyogo-u.ac.jp

knagaha@hyogo-u.ac.jp

mhosomi@hyogo-u.ac.jp

yfujita@hyogo-u.ac.jp

※ご連絡を受けた相談員は、まず相談日時の調整から始めさせていただきます。
※カスタマー・ハラスメントに関する相談窓口（教職員向け）は別に設けています。

①相談申込、日程調整
②事実関係等の聴取、
　応急的な助言、対
　応手順等の説明

⑤（詳細な調査が必要な場
　合）対策委員会の設置
⑧ハラスメントの判定に係
　る原案等の作成、報告

関係部局等

④（事前確認の結果、対
　策委員会設置に至らな
　い場合）必要に応じて
　当事者及び関係部局等
　に対応を求める

⑨⑧の原案等に
　ついて審議し、
　報告

⑥対策委員会の
　設置の報告

③相談内容
　等の報告

⑪
判
定
内
容
及
び
理
由
の
説
明
（※）

⑦
↑
事
実
関
係
の
聴
取
、
応
急
的
な
措
置
、
調
停  

         

調
査
の
進
捗
状
況
の
説
明
を
求
め
る
↓

⑩ハラスメント該当するか
　否かの判定
⑫環境の改善及び不利益の
　回復等必要な措置

(※) 判定内容及び理由について不服があるときは、説明を受けた日から２週間以内に限り、
　　異議を申し立てることができます。

⑦必要に応じ意見を聴く

相談



になり得る事例

本学からハラスメントなどの人権侵害をなくし、構成員がお互いの人権を守り、より良いキャンパス環境をつくる
ためにも、小さなことでも勇気をもって行動を起こすことが大切です。行動の際には、次のようなことが必要であ
ると考えられます。
●加害者に不快であること、または拒否の意思をはっきり伝えましょう。
●いつどこで、どのようなハラスメントを受けたか記録しておきましょう。勇気をもって相談窓口にすぐ連絡しま   
     しょう。
●もし、友達がハラスメントにあっていたら、
◎不快な場面を目撃したり立ち会ったら、 加害者に対して「それはハラスメントです」「傷つきますよ」などの言葉 
    をかけましょう。相談窓口に行くようにすすめ、必要なら付添いや証人になってあげましょう。
◎被害を打ち明けられたら、関係者の人権を尊重しながら真摯にその人を支えてあげましょう。

聞くに耐えない卑猥な冗談を交わす。 スリー
サイズを聞くなど、身体的な特徴を言う。
性的な経験や性生活について質問する。

「女 ( 男 ) のくせに」 「女 ( 男 ) の子」 など人格
を認めないような呼び方をする。
性的指向や性自認に関する差別的言動や嫌
がらせをしたり、本人の了解なくそのこと
を第三者に漏らす。

➀セクシュアル・ハラスメント、➁性暴力等、➂アカデミック・ハラスメント、➃パワー・ハラ
スメント、➄育児休業等に関するハラスメントなどがあります。

修学・就労上の、地位や人間関係等の優位性に基づく影響力によって受ける不利益を憂慮さ
せること等の行為又は事由により、同意しない意思を形成することが困難な状況に乗じ性的
関係を結び若しくは わいせつな行為を行うことをいいます。

本学の教職員及び学生等の関係において、言動の受け手を不快にさせる性的な言動 ( 性的な関
心や欲求に基づく言動をいい、性別により役割を分担すべきとする意識に基づく言動も含みま
す。) を行うことをいいます。 また、その繰り返しによる修学、 就労環境の悪化も意味します。

セクシュアル・ハラスメントとは？

性暴力等とは？

● 性別を理由にして、業務や役割を一方的に割
　 り当てる。

ったり、返信を急かしたりする。

本ガイドラインで紹介したもの以外にも、教職員以外の者（学生等を含む。）が教職員に対して社会通念上許容される範囲を超えた要求や言動を行うカスタマー・ハラスメントや、教職員が求職者等
に対して行う求職活動等におけるセクシュアル・ハラスメント（いわゆる就活セクハラ）などがあります。本学では、これらのハラスメントについても適切に対応していきます。
教職員、学生等、関係者及び求職者等が互いの人格と尊厳を尊重し、安心して学び、働き、活動できる環境を実現するため、ハラスメントのない大学づくりへのご理解とご協力をお願いします。

CHEC
K!
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